
令和 7 年度 第五回 芳川小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

1 開催日時 2026 年 2 月 16 日（月） 13 時 40 分から 15 時 40 分まで  

2 開催場所 芳川小学校 CS ルーム  

3 出席委員 犬居和賀代、林容子、佐藤祐輔、鈴木麻里  

4 欠席委員 鈴木幸彦、海老名委員、前島委員  

5 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 袴田唯之（南陽協働センター） 

6 学校  結城知則（校長）、大石智香子（教頭）、内田由佳（CS ディレクター） 

7 傍聴者   なし 

8 会議録作成者  CS ディレクター 内田由佳 

9 議長の選出 

 司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木麻里委員が議長を務めることを申

し出、全員異議なくこれを承認した。 

10 協議事項 

（１） 学校関係者評価について 

（２） ・次年度学校運営の基本方針（グランドデザイン）の説明について 

・来年度の活動の変更点について 

（３） 学校運営協議会の自己評価について 

11 会議記録 

司会の大石から、委員総数７人のうち４人の出席があり、過半数に達しているため会議が成立している

旨の報告があった。 

（１） 学校関係者評価について 

今年度の学校評価アンケート結果について、「自分も友達も大切にする」という自己肯定感や学校への

満足度が昨年度より向上していることが報告された。一方で、保護者評価において「決まりや約束を守

る」「怪我や事故に気をつける」といった項目がやや低下しており、今後の課題として共有された。 

•家庭学習の在り方について、従来の「やらされる宿題」から、子供たちが自ら学びを選択する「自

主学習」への転換を検討していることが示された。が、これに対し、主体性だけでは取り組めない子へ

の配慮や、教師による適切な後押し、家庭への丁寧な周知が必要である。（佐藤会長、林委員） 

•学校の「やりたい」を大切にする雰囲気や、コミュニティスクールの進化が評価された一方で、保護

者との対面での意思疎通（学級懇談会など）の重要性にも着目したほうがよい。（林委員、麻里委員） 

（２） 次年度学校運営の基本方針（グランドデザイン）の説明について 

→来年度のグランドデザインは、教職員が対話を重ね、「活用しやすさ」を重視してよりシンプル

に作成された。学校教育目標は「夢に向かって 共に輝く」を継続する。（学校の説明） 

→目指す学校の姿として、「子供、教職員、家庭、地域のみんなが幸せ」「子供が参画する学校づくり」

という新たな視点が盛り込まれた。特に、子供が運営協議会に参加する機会を設けるなど、当事者意識

を高める取り組みが提案された。（学校の説明） 

•保・幼・小・中の連携について、隣接する幼稚園との交流や、中学校の合唱・作品展示を通じた中学

生への憧れの醸成など、具体的な連携の工夫について意見があった。（犬居委員、麻里委員、林委員） 



 

・ 来年度の活動の変更点について 学校側より、変更案が提示された。 

1. 始業式と入学式の別日開催：準備の充実と新入生・在校生双方の負担軽減のため。 

2. 面談と参観会の時期調整：保護者の来校負担を考慮し、4 月は面談、6 月に参観会を実

施する。 

3. 運動会の金曜日（平日）開催：子供の健康面や教職員の働き方改革、地域の習い事との

重複回避のため。 

4. 金曜日の清掃なし：放課後の時間を活用し、子供のゆとりや教職員の業務時間を確保す

る。 

5. 音楽会の午前中開催：内容を整理し、地域・保護者への発表に重点を置く。 

6. 懇談会の形式見直し：一方的な伝達ではなく、ワークショップやイベントをセットにするな

ど、保護者が参加しやすい形を模索する。 

7. 集団登校の見直しと個別登校の検討：トラブルの抑止や不登校児童への配慮、個々のペ

ースに合わせた登校を可能にするため、PTA と相談しながら試行期間を設けて検討し

ていく。 

（３）  学校運営協議会の自己評価について 

•委員同士が顔の見える関係になれたことや、活発な意見交換ができたことが評価された。一方で、

今後はより地域の実情に基づいた気楽な対話の時間も大切にしたいとの要望があった。（佐藤会長、犬

居委員、麻里委員） 

•CS 活動の認知度向上に向け、デジタル（さくら連絡網等）だけでなく、自治会の回覧板や LINE

グループを活用したアナログ・SNS 両面での情報発信の重要性が大いにある。（佐藤会長、麻里委員） 

 全員異議なくこれを承認した。 

12 その他報告事項等 

•夢育やらまいか事業についての報告、および「ほうがわクスノキ応援団」の活動報告が行われた。 

•南陽協働センターの改修に伴う休館（令和１０年１月３日まで）と、連絡先の変更の有無についての報

告があった。 

・司会から、次年度の第１回協議会は、2026 年 5 月 14 日（木）午後 1 時３０分から CS ルームで開

催する旨の報告があった。 


